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車椅子駆動練習 に おける身体的ガイ ドの有効性に つ い て
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　　　　　　　　 【問題と目的】
　移動は，日常生活 を遂行す る 上 で重要な動作の 1つ
で ある．移動の 代表的な手段は歩行で あるが，歩行が

不可能な者で は，車椅子が重要な移動手段 の
一

つ とな
る．脳血管障害患者の 場合，車椅子を自身で駆動する

に は，非麻痺側 の大腿 四頭筋筋力，体幹筋九 視覚認

知 と多くの 機能が必要 で ある，脳血管障害患者は，運

動麻痺や視覚認知 の 障害 として半側空間無視 を来た

すこ とがあ り，運動麻痴 認知障害を併発した場合に

は ，車椅子駆動の獲得が極め て困難 となる．しか し，
重度の 運動麻痺と認知機能障害を併発 した脳 血管障
害患者に対する有効な車椅子駆動練習方法の 報告は

少ない 、本研究の 目的は ， くも膜下出血により重度の

運動麻痺と認知機 能障害を併発 した患者 1名を対象に，
身体的ガイ ドを用 い て介入 した際 の 車椅子馬鴎力動作

の 出現につ い て検討 し，車椅子駆動練習に おける身体
的ガイ ドの 有効性 を明らか に す る こ とで あ る．

　　　　　　　　　 【対象】

　対象は ， くも膜下出血 を発症 し， 作業療法を実施 し

た44歳 の 男性である，検討開始時，持続的な開眼はほ

とん どみられず，右側の 上下肢に は重度の 麻痺を呈 し

て い た，頭部は、右を向くこ とが全 くなく，半側空間
無視を呈 して い る と考え られ た，車椅子座位時は，体

幹が左右に傾き、自ら姿勢を直すこ とはできなか っ た．
ま た

， 発語や ジ ェ ス チ ャ
ー

を用い たyes
−
no の 反応はな

く，全失語 の 状態 と考えられた．自発動作は左上肢で

頭部を掻き続ける の み で あ り，他の 動作を促 して も全

くで きない 状態だ っ た，日常生活動作は ， 全 て の 動作

に介助 を要 した．

　　　　　　　　　 【方法】

　研究 は シ ン グル ケ
ー

ス デザイ ン，ABAB法を用 い た．

標的行動は，車椅子 で移動す る際に は唯
一
，持続的に

開眼がみ られた こ とか ら，車椅子の 駆動動作と した，
また，教示 は，　 「車椅子 をこぎま し ょ う」 と し，効果
判定の 指標 は，左 上下肢で連続して車椅子を駆動 した

回数とした．測定は第184病 日か ら開始 し，各介入方法
は 7セ ッ シ ョ ン ずつ 実施 した．べ 一ス ライ ン 期 に は ， 前

方から車椅子を5回引き，その 後の 駆動動作を測定 した．
介入期には、手 を添えて ，実際に左上下肢で の 駆動を5

回身体的ガイ ドした後 の 駆動動作を測定 した．車椅子

は 標準型車椅子を使用 した．

　　　　　　　　　 【分析】

　べ 一
ス ラ イ ン 期と介入期の 問で車椅子を駆動 した回

数を比較した．統計学的手法は，Kruskal−Wallis検定

とWillcOXQnの符号付 き」1鬪立和検定を用 い，危険率は，
5％未満とした．また，中央分割法に よ り，celeratio

nline を引き，　 slope とlevelを算出 した．

　　　　　　　　　　【結果】
　車椅子を駆動 した回数は，ベ ー

ス ライ ン の 初回であ

る第1セ ッ シ ョ ン で は0回，介入期の 初回で ある第8セ ッ

シ ョ ン で は3回，消去期の 初回は0回，再介入期の 初回

の 第22セ ッ シ ョ ン で は12回 と推移した．各介入期に お

ける駆動回数の 中央値は，ベ ース ライ ンはO，介入期は

5，消去 期は0，再介入期は17で あり，ベ ー
ス ライ ン と

介入期，消去期 と再介入期 ベ ー
ス ライ ン と再介入期

の 間で それぞれ，有意差が認め られた （図）．身体的
ガイ ドを用 い た介入期 再介入期ともに全 て の セ ッ シ

ョ ン で 車椅子 駆 動動作がみ られ た．celeration 　lineは，
ベ ー

ス ライ ンslope 　O，　 levd　O，介入駟 ope 　l．r511ev
el　O，消去aSSIope　O，　level　O，再介入 期510pe 　O．5，　 le
vel 　12で あ っ た．
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　　　　　　　　　 【考察】
　介入期 の 車椅子駆動 の 回数は ，ベ ー

ス ラ イ ン 期 に 比
べ て有意に多か っ た．また，駆動回数の 傾向は，声か

け の み の 介入 の 際に は増加 しな か っ た が ，身体的ガ イ

ドを用い た練習の際に は増加 した，以上 よ り，身体的
ガイ ドを用 い た 車椅子駆動練習は，声か け の み の 介入

に比 して ，有効な方法 で あると考えられた，本症例は，
重度右半身麻痺，半側空間無視 全失語を呈 し て い た．
こ の ような重度の 運動麻痺と認知機能障害を併発 した

患者に対 して は，作業療法場面におい て随所に身体的
ガ イ ドを活用する こ とが標的行動 の 出現 に つ な が る と

考えられた．今後 そ の 有効な方法につ い て さらに検

討す る こ とが必要 と考えられた．
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